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Ⅰ  2017年3月期 第2四半期決算
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Ⅰ- 1 17年3月期 第2四半期 決算概要

（単位：百万円）

■前期に引続きマイナンバー関連の売上が堅調、増収増益

16年３月期 15年4～9月

売 上 高 39,455 17,774 18,096 +321

売 上 総 利 益 7,725 3,249 3,769 +520

営 業 利 益 2,212 489 888 +399

経 常 利 益 2,267 500 894 +394

当 期 純 利 益 1,454 284 499 +215

前年

同期比
実績 実績実績

16年4～9月
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■公共分野の構成比は変わらず高水準

Ⅰ- 2 売上高の推移

公共 62 公共 60 公共 70 公共 81 公共 87

金融 55 金融 60
金融 68 金融 59 金融 57

産業 46 産業 39
産業 38 産業 36 産業 35

0

100

200
180

（億円）

177

16年4～9月

公共は5年で
1.4倍

15年4～9月14年4～9月13年4～9月12年4～9月

177
161164

公共

49%

産業

20%

金融

31%

16年4～9月

公共

49%

産業

19%

金融

32%

16年3月期
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その他 15 その他 19
情報機器販売 8 情報機器販売 5

システム保守 20 システム保守 21

運用 50 運用 49

一括 41
一括 51

準委任 42
準委任 35

0

100

3

■一括は、公共分野の福祉関連を中心に増加

180億円
（億円）

177億円

Ⅰ- 3 商品・サービス別売上高

15年4～9月 16年4～9月

■保守は、公共分野を中心に着実に増加
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Ⅰ- 4 マイナンバーの実績

（単位：億円）

■マイナンバーは、16年3月期と同水準の売上高を計上する見込み

16年4～9月の
マイナンバーの

実績

公共分野の
実績

マイナンバーの
実績

16
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Ⅰ- 5 営業利益の推移

35,112
38,855 39,455

18,0961,900 1,949
2,212

888

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

14年3月期 15年3月期 16年3月期 16年4～9月

売上高（百万円） 営業利益（百万円）

売上高

営業利益

■営業利益は、15年3月期（4～9月）を上回る

16,110

760

17,791

881

17,774

489
上期実績

※アフターコスト含む

※



Ⅱ  2017年3月期業績予想
今後の推進施策
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Ⅱ- 1 国内ＩＴ市場

• 2016年の国内IT市場は、14兆5,683億円、前年比成長率マイナス0.4%を予測

• 2015年～2020年の年間平均成長率は0.8%、2020年のIT市場規模は15兆2,413億円
を予測

• 企業分野における2016年は、大企業では銀行、小売、公共／公益分野が堅調、前年比
成長率1.3%を予測

出典： IDC Japan ㈱ プレスリリース（2016.6.28）
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Ⅱ- 2 17年3月期下期の施策

7

■ を核とした公共福祉ビジネスの拡⼤

■事業モデルの転換

■アライアンスの推進

■ＲＯＥ・ＲＯＡの更なる改善
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Ⅱ- 3 WebRingsを核としたビジネスの拡大①

WebRings 団体数の推移 自治体ビジネスのチャンス拡大

0

50

100

150

200

00年 16年
上期

180

WebRings Plus含む

⾃治体ビジネス

⾃治体
クラウド

コンビニ
交付

福祉総合
窓⼝化

⾃治体
システム強靭化

PUSH型
サービス

マイナ
ポータル

⺠間データ
連携

クレジット
決済
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Ⅱ- 4 WebRingsを核としたビジネスの拡大②

北海道支社

14 団体

東北支社

12 団体

首都圏

71 団体

中部支社

28 団体

関西支社

20 団体

中国支社

16 団体

九州支社

19 団体

全国180団体に導入
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Ⅱ- 5 事業モデルの転換、アライアンスの推進

■事業モデルの転換（人員リンクビジネスからの脱却）

・準委任 → 一括へのシフト加速

・サービスメニュー拡充（ものづくり強化）

・コンサルから運用までのワンストップサービスの強化

■アライアンスの推進

・DCビジネス、セキュリティ、人給、内部管理など、

各種業務提携、協業の推進
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■ 自己株式の取得

■ 資産の効率化

今後更なる資産売却を検討⇒研究開発や事業への再投資、M&A等に活用

Ⅱ- 6 ＲＯＥ・ＲＯＡの改善

当初発行済
株式数

2015年
上期

2015年
下期

2016年
上期

取得累計

取得した株式の総数 3,210万株 164万株 209万株 175万株 549万株

2013年度 2014年度 2015年度

ＲＯＥ 2.4％ 2.0％ 3.5％

ＲＯＡ 3.3％ 3.3％ 3.8％

備考
赤坂オフィスの売却

社員寮の売却

※350万株を消却済
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Ⅱ- 7 17年3月期業績見通し

35,112

38,855 39,455 40,000

1,900 1,949
2,212

2,400
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14年3月期 15年3月期 16年3月期 17年3月期

（見通し）

売上高（百万円） 営業利益（百万円）

売上高

営業利益

■公共、金融を軸に成長を図る

16,110

760

17,791

881

17,774

489
16年4～9月実績

18,096

888



Ⅲ アイネス総合研究所（ＩＲＩ）の設立
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設 立 2017年（平成29年）１月予定

代 表 森 悦郎

資 本 金 1,000万円 （アイネス 100%出資）

事業内容 社会イノベーションに関する調査研究
新規事業企画、ビジネスモデル革新に関する調査研究
技術動向調査等専門サービスの提供

Ⅲ- 1 アイネス総合研究所（ＩＲＩ）の設立①

13

会社概要
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会社概要

業務プロセス

ＩＴ

ＩＴと業務プロセス
の融合

社会活動

ＩＴ

ＩＴとビジネスモデル
の融合

社会イノベーション

創業以来受け継いできたお客様とともに歩む姿勢を、よりオープンな環境を求
めてアイネス総合研究所に引継ぐ

Ⅲ- 1 アイネス総合研究所（ＩＲＩ）の設立②

14

コンセプト
 自由な発想のもと最先端の技術を応用し、輝く未来社会を創造する
 さまざまな人たちとの共創により、新たなイノベーションを起こす
 デジタル社会に対応するための、ビジネスモデル変革に挑戦する

設立趣旨
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アイネス総合研究所 （ＩＲＩ）

リサーチセンター

ラボセンター

社外専門家
チーム

アイネス
グループ

人材交流
産学官

産学官連携
人材交流

 最先端のデジタルテクノロジーを、ビジネスモデルにどのように応用・適用する
かを追求する

 産学官連携を推進し、社外の専門家にご参画いただき、さまざまなご助言を
いただき研究を推進する

 オープンな人材交流を通じて、豊かな発想と幅広い知見を活用する
 経験豊富なプロフェショナルの知見を活用する

Ⅲ- 2 アイネス総合研究所（ＩＲＩ）の設立③

15

お客様とともに
社会イノベーション

アイネス総合研究所（IRI）の取り組み
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研究分野

ＡＩ

IoT/Big Data

Fintech

地方創生

各分野で、最先端デジタルテクノロジーをお客様のビジネスに融合させ、
お客様とともに社会イノベーションを共創する

ビジネス融合

最新技術融合

社会イノベーション

お客様ビジネスの変革や創出のため
の新しい情報提供基盤の追求

テクノロジーを意識させない情報基盤
の提供

お客様ビジネス
の変革や創出

Ⅲ- 3 アイネス総合研究所（ＩＲＩ）の設立④

16
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Ⅲ- 4 トピックス①

ロボティクス ビジネス
自治体、金融機関、日本赤十字社等

EMS
（Energy Management System）

※本資料に掲載されている製品名等は各社の商標または登録商標等です。
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Ⅲ- 5 トピックス②

FIT2016（金融国際情報技術展）

主 催 ： 日本金融通信社（ニッキン）

開 催 日 ： 9月8日(木)・9日(金)

開催場所： 東京国際フォーラム

地方自治情報化推進フェア2016

主 催 ： 地方公共団体情報システム機構

開 催 日 ： 11月８日（火） ・ ９日（水）

開催場所： 東京ビッグサイト
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Ⅲ- 5 トピックス③

「イクボス企業同盟」に加盟
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ご清聴ありがとうございました



Copyright © 2016 INES Corporation, All rights Reserved. 

ご注意

※本資料に含まれる将来の予想に関する記載は、現時点における情報に
基づき判断したものであり、今後、内外の経済や情報サービス業界の動向、
新たなサービスや技術の進展により変動することがあり得ます。
従って、当社グループとして、その確実性を保証するものではありません。

※本資料に掲載されているサービス及び商品等は、株式会社アイネスある
いは各社等の登録商標または商標です。

免責事項


